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成分を比較すると acy   ──① abyz   ──② bxz   ──③ 
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ty  とすると、 tca  であり、 21,21 ≦≦≦≦ ca より 
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右図の通り。図の QP, の x座標を求める。 
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直線 xz  2 と xz 1 の距離は
2

2
であるから、台形 PQSRの面積は 
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2t のとき、 1 ca であり、①は xz  となり、切り口の面積は 0 。したがって、③は 2t でも成立。 
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4t のとき、 2 ca であり、①は xz  となり、切り口の面積は 0 。したがって、④は 4t でも成立。 
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